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袋井中学校では、最後の授業で「一年間、授業をありがとうござ

いました」と、メッセージが送られたり、感謝を伝える手紙、カード、

寄せ書きなどを渡している光景がたくさん見られました。 

 

 

 
 

 
また、給食の配膳員さんにメッセージを作成したクラスもありまし

た。配膳員さんたちは、「涙が出るほどうれしかった」と言っていま

した。これまでの「温」と「静」を創るクラス経営や「温」かい関

わり、「ボイスシャワー」で生徒の頑張りや努力を価値付け、感

謝の大切さを伝えてきたことが生徒の心を動かしています。 
 



 

 
 
今回創られた素敵な「感謝・飛躍」ステージは、来年度の「出会

い」のステージに確実に繋がると思います。 

連携園のＭＯＥ保育園てんじん園のみなさんが、サプライズで

卒業生をお祝いしてくれました。保育園の先生は「本園を卒園し

た園児が中学校を卒業するので、お祝いをしたくて来てしまいま

した」と語っていました。心がとっても「温」かくなりました。 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

来年度も、保幼こ小中が学園カリキュラムで繫がり、みんなで袋

井あやぐも学園の子どもたちを育ていきましょう。 
 

袋井あやぐも学園は、 

「１人の１００歩より１００人の１歩」 
 で着実に前進しています。 


